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(57)【要約】
【課題】基地局装置と移動局装置とが複数の在圏セルと
同時に接続して通信を行う通信システムにおいて、移動
局装置が複数の上りリンク送信タイミングの調整が必要
な場合に、効率的にパワーヘッドルームを報告可能とす
る通信システム、基地局装置、移動局装置、パワーヘッ
ドルーム報告方法および集積回路を提供することを目的
とする。
【解決手段】接続している複数の在圏セルの送信電力の
余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局
装置に対して報告する通信システムであって、基地局装
置は、前記移動局装置に設定した送信タイミングが非調
整の在圏セルを活性化し、移動局装置は、活性化された
在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調整したとき
にパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断
する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムであって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化し、
　前記移動局装置は、前記第３の在圏セルを活性化後、前記基地局装置からの送信タイミ
ング調整情報に基づき活性化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調
整したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする
通信システム。
【請求項２】
　前記送信タイミング調整情報はContention based Random Access手順に用いて前記基地
局装置から通知されることを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記送信タイミング調整情報はNon-contention based Random Access手順を用いて前記
基地局装置から通知されることを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記移動局装置は、第１の在圏セルと、活性化されている第２の在圏セルと、活性化さ
れており、かつ上りリンクの送信タイミングが調整されている第３の在圏セルを含めて前
記パワーヘッドルームを報告することを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項５】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムであって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化し、
　前記移動局装置は、前記第３の在圏セルが活性化された場合にランダムアクセス手順を
開始し、前記ランダムアクセス手順が成功したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が
満たされたと判断することを特徴とする通信システム。
【請求項６】
　前記ランダムアクセス手順はContention based Random Access手順であり、前記移動局
装置は、コンテンションレゾリューションを正しく受信したときにパワーヘッドルームの
トリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする請求項５に記載の通信システム。
【請求項７】
　前記ランダムアクセス手順はNon-contention based Random Access手順であり、前記移
動局装置は、ランダムアクセスレスポンスを正しく受信したときにパワーヘッドルームの
トリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする請求項５に記載の通信システム。
【請求項８】
　前記移動局装置は、第１の在圏セルと、活性化されている第２の在圏セルと、活性化さ
れており、かつランダムアクセス手順が成功した第３の在圏セルを含めて前記パワーヘッ
ドルームを報告することを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項９】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける移動局装置であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
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同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記基地局装置が前記第３の在圏セルを活性化した場合にランダムアクセス手順を開始
し、前記ランダムアクセス手順を用いて取得した送信タイミング調整情報に基づいて活性
化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調整したときにパワーヘッド
ルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする移動局装置。
【請求項１０】
　第１の在圏セルと、活性化されている第２の在圏セルと、活性化されており、かつ上り
リンクの送信タイミングが調整されている第３の在圏セルを含めて前記パワーヘッドルー
ムを報告することを特徴とする請求項９に記載の移動局装置。
【請求項１１】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける移動局装置であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記基地局装置が前記第３の在圏セルを活性化した場合にランダムアクセス手順を開始
し、前記ランダムアクセス手順が成功したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満た
されたと判断することを特徴とする移動局装置。
【請求項１２】
　前記ランダムアクセス手順がContention based Random Access手順である場合、コンテ
ンションレゾリューションを正しく受信したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満
たされたと判断することを特徴とする請求項１１に記載の移動局装置。
【請求項１３】
　前記ランダムアクセス手順がNon-contention based Random Access手順である場合、ラ
ンダムアクセスレスポンスを正しく受信したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満
たされたと判断することを特徴とする請求項１１に記載の移動局装置。
【請求項１４】
　第１の在圏セルと、活性化されている第２の在圏セルと、活性化されており、かつラン
ダムアクセス手順が成功した第３の在圏セルを含めて前記パワーヘッドルームを報告する
ことを特徴とする請求項１１に記載の移動局装置。
【請求項１５】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける基地局装置であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化することによってランダムアク
セス手順の開始を要求するとともに、前記移動局装置に対して、前記ランダムアクセス手
順を用いて通知した送信タイミング調整情報に基づいて活性化した前記第３の在圏セルの
上りリンクの送信タイミングを調整した後に前記パワーヘッドルームを報告させることを
特徴とする基地局装置。
【請求項１６】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける基地局装置であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
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圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化することによってランダムアク
セス手順の開始を要求するとともに、前記移動局装置に対して、前記ランダムアクセス手
順が成功した後に前記パワーヘッドルームを報告させることを特徴とする基地局装置。
【請求項１７】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける移動局装置のパワーヘッドルーム
報告方法であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化し、
　前記移動局装置は、前記第３の在圏セルを活性化後、前記基地局装置からの送信タイミ
ング調整情報に基づき活性化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調
整したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする
パワーヘッドルーム報告方法。
【請求項１８】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける移動局装置のパワーヘッドルーム
報告方法であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化し、
　前記移動局装置は、前記第３の在圏セルが活性化された場合にランダムアクセス手順を
開始し、前記ランダムアクセス手順が成功したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が
満たされたと判断することを特徴とするパワーヘッドルーム報告方法。
【請求項１９】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける移動局装置に搭載される集積回路
であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、
　前記基地局装置が前記第３の在圏セルを活性化した場合にランダムアクセス手順を開始
し、前記ランダムアクセス手順を用いて取得した送信タイミング調整情報に基づいて活性
化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調整したときにパワーヘッド
ルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする集積回路。
【請求項２０】
　接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置
から基地局装置に対して報告する通信システムにおける移動局装置に搭載される集積回路
であって、
　前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在
圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構
成されており、



(5) JP 2012-169913 A 2012.9.6

10

20

30

40

50

　前記基地局装置が前記第３の在圏セルを活性化した場合にランダムアクセス手順を開始
し、前記ランダムアクセス手順が成功したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満た
されたと判断することを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局装置が複数の上りリンク送信タイミングの調整が必要な場合において
、効率的にパワーヘッドルームの報告を行なう通信システム、基地局装置、移動局装置、
パワーヘッドルーム報告方法および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）において
、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency-Division Multiplexing）通信方式やリソースブロッ
クと呼ばれる所定の周波数・時間単位の柔軟なスケジューリングの採用によって、高速な
通信を実現させたＥｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（以降EUTRAと称する）の標準化が行なわれた。
【０００３】
　また、３ＧＰＰでは、より高速なデータ伝送を実現し、ＥＵＴＲＡの上位互換性を持つ
Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡの議論を行っている。Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにお
ける技術として、キャリア・アグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ）が提案されている。キャリア・アグリゲーションとは、複数の異なる周波数（コンポ
ーネントキャリア（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）とも称する）を集約して使用
することで伝送レートを向上させる技術である。また、キャリア・アグリゲーションを用
いて基地局装置と通信中の移動局装置が、周波数毎またはコンポーネントキャリア毎に複
数の上りリンク送信タイミング（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）を持つことが提案され
ている（非特許文献１）。
【０００４】
　ＥＵＴＲＡでは、移動局装置の上りリンク送信タイミングを調整するために、ランダム
アクセス手順が用意されている。ランダムアクセス手順は、移動局装置が自律的にランダ
ムアクセス手順の必要性を判断して開始する方法のほかに、基地局装置が、特定の移動局
装置にランダムアクセス手順を開始させるために物理下りリンク制御チャネルにランダム
アクセス手順の開始を示す情報を設定して送信するという方法がある。
【０００５】
　また、３ＧＰＰにおいて、基地局装置に対して移動局装置の送信電力の余力を通知する
パワーヘッドルーム（PHR：Power Head Room）が用いられる。ＰＨＲは、あるコンポーネ
ントキャリアにおける移動局装置の最大送信電力から物理上りリンク共用チャネル、また
は物理上りリンク共用チャネルと物理上りリンク制御チャネルに必要な送信電力を引いた
残りの電力を表し、ＰＨＲが大きいほど該移動局装置の上りリンクの送信に余裕があるこ
とを示す。基地局装置は、報告されたＰＨＲを参考に該移動局装置に対して伝送レートの
高い変調方式や多くのリソースを割り当てるなどの適切なスケジューリングを実行するこ
とができる。非特許文献２には、従来におけるＰＨＲの計算方法が記載されている。
【０００６】
　また、基地局装置は、１つの下りリンクのコンポーネントキャリアと１つの上りリンク
のコンポーネントキャリアを組み合わせて１つのセルを構成する。なお、基地局装置は、
１つの下りリンクコンポーネントキャリアのみでも１つのセルを構成できる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】Ｒ２－１０１５６７、ＮＴＴ　ＤＯＣＯＭＯ、３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡ
Ｎ　ＷＧ２＃６９、２２－２６　Ｆｅｂｒｕａｒｙ　２０１０、Ｓａｎ　Ｆｒａｎｃｉｓ
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ｃｏ，ＵＳＡ
【非特許文献２】ＴＳ３６．２１３、Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-
UTRA); Physical layer procedures　Ｖ１０．０．１；ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．３ｇｐｐ
．ｏｒｇ／ｆｔｐ／Ｓｐｅｃｓ／ｈｔｍｌ－ｉｎｆｏ／３６２１３．ｈｔｍ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、新規に追加されたコンポーネントキャリアのセルは、データの送受信や
物理下りリンク制御チャネルの監視を行わない不活性化の状態（詳細は後述）である。更
に、非特許文献１で提案されているように複数の上りリンク送信タイミングを持ち、それ
ぞれの上りリンク送信タイミングを上りリンクコンポーネントキャリア毎（または上りリ
ンクコンポーネントキャリアグループや上りリンク周波数毎）に調整するような場合、コ
ンポーネントキャリアが活性化されたタイミングでは、上りリンクの送信タイミングが調
整されていないことにより送信ができないコンポーネントキャリアが存在する。これは、
送信ができないコンポーネントキャリアのＰＨＲを移動局装置から報告されても、基地局
装置が当該コンポーネントキャリアを用いたスケジューリングができないことを意味する
。
【０００９】
　そのため、移動局装置が複数の上りリンク送信タイミングを持つコンポーネントキャリ
アが設定された場合において、基地局装置がスケジューリングできないコンポーネントキ
ャリアのＰＨＲを報告してしまうという問題に関し、その具体的な解決方法は非特許文献
１および非特許文献２には何ら示されていない。
【００１０】
　上記の課題を鑑みて、本発明の目的は、移動局装置が複数の上りリンク送信タイミング
の調整が必要な場合において、効率的にパワーヘッドルームを報告可能とする通信システ
ム、基地局装置、移動局装置、パワーヘッドルーム報告方法および集積回路を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本願の通信システムは、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示すパワーヘ
ッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムであって、前記複
数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと同じ送信
タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在圏セルと
異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構成されて
おり、前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化し、前
記移動局装置は、前記第３の在圏セルを活性化後、前記基地局装置からの送信タイミング
調整情報に基づき活性化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調整し
たときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする。
【００１２】
　（２）また、本願の通信システムにおいて、前記送信タイミング調整情報はContention
 based Random Access手順に用いて前記基地局装置から通知されることを特徴とする。
【００１３】
　（３）また、本願の通信システムにおいて、前記送信タイミング調整情報はNon-conten
tion based Random Access手順を用いて前記基地局装置から通知されることを特徴とする
。
【００１４】
　（４）また、本願の通信システムにおいて、前記移動局装置は、第１の在圏セルと、活
性化されている第２の在圏セルと、活性化されており、かつ上りリンクの送信タイミング
が調整されている第３の在圏セルを含めて前記パワーヘッドルームを報告することを特徴
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とする。
【００１５】
　（５）また、本願の通信システムは、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を
示すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムであ
って、前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セ
ルと同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１
の在圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルと
で構成されており、前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを
活性化し、前記移動局装置は、前記第３の在圏セルが活性化された場合にランダムアクセ
ス手順を開始し、前記ランダムアクセス手順が成功したときにパワーヘッドルームのトリ
ガ条件が満たされたと判断することを特徴とする。
【００１６】
　（６）また、本願の通信システムにおいて、前記ランダムアクセス手順はContention b
ased Random Access手順であり、前記移動局装置は、コンテンションレゾリューションを
正しく受信したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特
徴とする。
【００１７】
　（７）また、本願の通信システムにおいて、前記ランダムアクセス手順はNon-contenti
on based Random Access手順であり、前記移動局装置は、ランダムアクセスレスポンスを
正しく受信したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特
徴とする。
【００１８】
　（８）また、本願の通信システムにおいて、前記移動局装置は、第１の在圏セルと、活
性化されている第２の在圏セルと、活性化されており、かつランダムアクセス手順が成功
した第３の在圏セルを含めて前記パワーヘッドルームを報告することを特徴とする。
【００１９】
　（９）また、本願の移動局装置は、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示
すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムにおけ
る移動局装置であって、前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、
前記第１の在圏セルと同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏
セルと、前記第１の在圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化される
第３の在圏セルとで構成されており、前記基地局装置が前記第３の在圏セルを活性化した
場合にランダムアクセス手順を開始し、前記ランダムアクセス手順を用いて取得した送信
タイミング調整情報に基づいて活性化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミ
ングを調整したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特
徴とする。
【００２０】
　（１０）また、本願の移動局装置は、第１の在圏セルと、活性化されている第２の在圏
セルと、活性化されており、かつ上りリンクの送信タイミングが調整されている第３の在
圏セルを含めて前記パワーヘッドルームを報告することを特徴とする。
【００２１】
　（１１）また、本願の移動局装置は、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を
示すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムにお
ける移動局装置であって、前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと
、前記第１の在圏セルと同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在
圏セルと、前記第１の在圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化され
る第３の在圏セルとで構成されており、前記基地局装置が前記第３の在圏セルを活性化し
た場合にランダムアクセス手順を開始し、前記ランダムアクセス手順が成功したときにパ
ワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする。
【００２２】
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　（１２）また、本願の移動局装置は、前記ランダムアクセス手順がContention based R
andom Access手順である場合、コンテンションレゾリューションを正しく受信したときに
パワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする。
【００２３】
　（１３）また、本願の移動局装置は、前記ランダムアクセス手順がNon-contention bas
ed Random Access手順である場合、ランダムアクセスレスポンスを正しく受信したときに
パワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする。
【００２４】
　（１４）また、本願の移動局装置は、第１の在圏セルと、活性化されている第２の在圏
セルと、活性化されており、かつランダムアクセス手順が成功した第３の在圏セルを含め
て前記パワーヘッドルームを報告することを特徴とする。
【００２５】
　（１５）また、本願の基地局装置は、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を
示すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムにお
ける基地局装置であって、前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと
、前記第１の在圏セルと同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在
圏セルと、前記第１の在圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化され
る第３の在圏セルとで構成されており、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを
活性化することによってランダムアクセス手順の開始を要求するとともに、前記移動局装
置に対して、前記ランダムアクセス手順を用いて通知した送信タイミング調整情報に基づ
いて活性化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調整した後に前記パ
ワーヘッドルームを報告させることを特徴とする。
【００２６】
　（１６）また、本願の基地局装置は、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を
示すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムにお
ける基地局装置であって、前記複数の在圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと
、前記第１の在圏セルと同じ送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第２の在
圏セルと、前記第１の在圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化または不活性化され
る第３の在圏セルとで構成されており、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを
活性化することによってランダムアクセス手順の開始を要求するとともに、前記移動局装
置に対して、前記ランダムアクセス手順が成功した後に前記パワーヘッドルームを報告さ
せることを特徴とする。
【００２７】
　（１７）また、本願のパワーヘッドルーム報告方法は、接続している複数の在圏セルの
送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する
通信システムにおける移動局装置のパワーヘッドルーム報告方法であって、前記複数の在
圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと同じ送信タイミ
ングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在圏セルと異なる
送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構成されており、
前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化し、前記移動
局装置は、前記第３の在圏セルを活性化後、前記基地局装置からの送信タイミング調整情
報に基づき活性化した前記第３の在圏セルの上りリンクの送信タイミングを調整したとき
にパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴とする。
【００２８】
　（１８）また、本願のパワーヘッドルーム報告方法は、接続している複数の在圏セルの
送信電力の余力を示すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する
通信システムにおける移動局装置のパワーヘッドルーム報告方法であって、前記複数の在
圏セルは、常に活性化している第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと同じ送信タイミ
ングを持つ活性化または不活性化される第２の在圏セルと、前記第１の在圏セルと異なる
送信タイミングを持つ活性化または不活性化される第３の在圏セルとで構成されており、
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前記基地局装置は、前記移動局装置に設定した前記第３の在圏セルを活性化し、前記移動
局装置は、前記第３の在圏セルが活性化された場合にランダムアクセス手順を開始し、前
記ランダムアクセス手順が成功したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされた
と判断することを特徴とする。
【００２９】
　（１９）また、本願の集積回路は、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示
すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムにおけ
る移動局装置に搭載される集積回路であって、前記複数の在圏セルは、常に活性化してい
る第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと同じ送信タイミングを持つ活性化または不活
性化される第２の在圏セルと、前記第１の在圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化
または不活性化される第３の在圏セルとで構成されており、前記基地局装置が前記第３の
在圏セルを活性化した場合にランダムアクセス手順を開始し、前記ランダムアクセス手順
を用いて取得した送信タイミング調整情報に基づいて活性化した前記第３の在圏セルの上
りリンクの送信タイミングを調整したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされ
たと判断することを特徴とする。
【００３０】
　（２０）また、本願の集積回路は、接続している複数の在圏セルの送信電力の余力を示
すパワーヘッドルームを移動局装置から基地局装置に対して報告する通信システムにおけ
る移動局装置に搭載される集積回路であって、前記複数の在圏セルは、常に活性化してい
る第１の在圏セルと、前記第１の在圏セルと同じ送信タイミングを持つ活性化または不活
性化される第２の在圏セルと、前記第１の在圏セルと異なる送信タイミングを持つ活性化
または不活性化される第３の在圏セルとで構成されており、前記基地局装置が前記第３の
在圏セルを活性化した場合にランダムアクセス手順を開始し、前記ランダムアクセス手順
が成功したときにパワーヘッドルームのトリガ条件が満たされたと判断することを特徴と
する。
【００３１】
　本明細書では、移動局装置と基地局装置が複数の周波数を同時に用いて接続される場合
における通信システム、基地局装置、移動局装置、パワーヘッドルーム報告方法および集
積回路の改良という点において本発明を開示するが、本発明が適用可能な通信方式は、Ｅ
ＵＴＲＡまたはＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡのようにＥＵＴＲＡと上位互換性のある通
信方式に限定されるものではない。例えば、本発明はＵＭＴＳ（Universal Mobile Telec
ommunications System）にも適用することができる。
【発明の効果】
【００３２】
　以上説明したように、本発明によれば、複数の周波数を用いて基地局装置と接続可能な
移動局装置が複数の上りリンク送信タイミングの調整が必要な場合において、効率的にパ
ワーヘッドルームを報告可能とする通信システム、基地局装置、移動局装置、パワーヘッ
ドルーム報告方法および集積回路を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明における移動局装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】本発明における基地局装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態におけるＰＨＲの送信可能タイミングについて説明する
ための図である。
【図４】本発明の第１の実施形態におけるＰＨＲを送信するまでの手順について説明する
ためのシーケンスチャート図である。
【図５】本発明の第１の実施形態におけるＰＨＲを送信するまでの手順について説明する
ためのフローチャート図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係るＰＨＲの送信可能タイミングについて説明するた
めの図である。
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【図７】本発明の第２の実施形態におけるＰＨＲを送信するまでの手順について説明する
ためのシーケンスチャート図である。
【図８】本発明の第２の実施形態におけるＰＨＲを送信するまでの手順について説明する
ための別のシーケンスチャート図である。
【図９】Contention based Random Access手順について説明するためのシーケンスチャー
ト図である。
【図１０】Non-contention based Random Access手順について説明するためのシーケンス
チャート図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る通信ネットワーク構成の一例を示す図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る移動局装置に対するコンポーネントキャリアの設定の
一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本発明の実施形態を説明する前に、本発明に関わるキャリア・アグリゲーション、物理
チャネル、ランダムアクセス手順、パワーヘッドルーム報告について簡単に説明する。
【００３５】
　[キャリア・アグリゲーション]
　キャリア・アグリゲーションとは、複数の異なる周波数（コンポーネントキャリア、ま
たは周波数帯域）を集約（アグリゲーション）して一つの周波数（周波数帯域）のように
扱う技術である。例えば、キャリア・アグリゲーションによって周波数帯域幅が２０ＭＨ
ｚのコンポーネントキャリアを５つ集約した場合、移動局装置はこれらを一つの１００Ｍ
Ｈｚの周波数帯域幅とみなしてアクセスすることが可能となる。なお、集約するコンポー
ネントキャリアは連続した周波数であっても、全てまたは一部が不連続となる周波数であ
ってもよい。例えば、使用可能な周波数が８００ＭＨｚ帯、２．４ＧＨｚ帯、３．４ＧＨ
ｚ帯である場合、あるコンポーネントキャリアが８００ＭＨｚ帯、別のコンポーネントキ
ャリアが２ＧＨｚ帯、さらに別のコンポーネントキャリアが３．４ＧＨｚ帯で送信されて
いてもよい。
【００３６】
　また、同一周波数帯、例えば２．４ＧＨｚ帯内の連続または不連続の複数のコンポーネ
ントキャリアを集約することも可能である。各コンポーネントキャリアの周波数帯域幅は
２０ＭＨｚより狭い周波数帯域幅であっても良く、各々周波数帯域幅が異なっていても良
い。基地局装置は、滞留しているデータバッファ量や移動局装置の受信品質、セル内の負
荷やＱｏＳなどの種々の要因に基づいて、移動局装置に割り当てる上りリンクまたは下り
リンクのコンポーネントキャリアの数を増減することができる。なお、基地局装置が割り
当てる上りリンクコンポーネントキャリアの数は、下りリンクコンポーネントキャリアの
数と同じか少ないことが望ましい。
【００３７】
　[物理チャネル]
　ＥＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡで使用される主な物理チャネル（また
は物理シグナル）について説明を行なう。チャネルとは信号の送信に用いられる媒体を意
味し、物理チャネルとは信号の送信に用いられる物理的な媒体を意味する。物理チャネル
は、ＥＵＴＲＡ、およびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおいて、今後追加、または、そ
の構造が変更される可能性もあるが、変更された場合でも本発明の各実施形態の説明には
影響しない。
【００３８】
　ＥＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡでは、物理チャネルのスケジューリン
グについて無線フレームを用いて管理している。１無線フレームは１０ｍｓであり、１無
線フレームは１０サブフレームで構成される。さらに、１サブフレームは２スロットで構
成される（すなわち、１スロットは０．５ｍｓである）。また、物理チャネルが配置され
るスケジューリングの最小単位としてリソースブロックを用いて管理している。リソース
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ブロックとは、周波数軸を複数サブキャリア（例えば１２サブキャリア）の集合で構成さ
れる一定の周波数領域と、一定の送信時間間隔（１スロット）で構成される領域で定義さ
れる。
【００３９】
　同期シグナル（Synchronization Signals）は、３種類のプライマリ同期シグナルと、
周波数領域で互い違いに配置される３１種類の符号から構成されるセカンダリ同期シグナ
ルとで構成され、プライマリ同期シグナルとセカンダリ同期シグナルの信号の組み合わせ
によって、基地局装置を識別する５０４通りのセル識別子（セルＩＤ：Physical Cell Id
entity; PCI）と、無線同期のためのフレームタイミングが示される。移動局装置は、セ
ルサーチによって受信した同期シグナルのセルＩＤを特定する。
【００４０】
　物理報知情報チャネル（PBCH; Physical Broadcast Channel）は、セル内の移動局装置
で共通に用いられる制御パラメータ（報知情報（システム情報）；System information）
を通知する目的で送信される。物理報知情報チャネルで通知されない報知情報は、物理下
りリンク制御チャネルで無線リソースが通知され、物理下りリンク共用チャネルによって
レイヤ３メッセージ（システムインフォメーション）で送信される。報知情報として、セ
ル個別の識別子を示すセルグローバル識別子（CGI; Cell Global Identifier）、ページ
ングによる待ち受けエリアを管理するトラッキングエリア識別子（TAI; Tracking Area I
dentifier）、ランダムアクセス制御情報などが通知される。
【００４１】
　下りリンクリファレンスシグナルは、セル毎に所定の電力で送信されるパイロットシグ
ナルである。また、下りリンクリファレンスシグナルは、所定の規則に基づき周波数・時
間位置で周期的に繰り返される既知の信号である。移動局装置は、下りリンクリファレン
スシグナルを受信することでセル毎の受信品質を測定する。また、移動局装置は、下りリ
ンクリファレンスシグナルと同時に送信される物理下りリンク制御チャネル、または物理
下りリンク共用チャネルの復調のための参照用の信号としても下りリンクリファレンスシ
グナルを使用する。下りリンクリファレンスシグナルに使用される系列は、セル毎に識別
可能な系列が用いられる。なお、下りリンクリファレンスシグナルはセル固有ＲＳ（Cell
-specific reference signals）と記載される場合もあるが、その用途と意味は同じであ
る。
【００４２】
　物理下りリンク制御チャネル（PDCCH; Physical Downlink Control Channel）は、各サ
ブフレームの先頭からいくつかのＯＦＤＭシンボルで送信され、移動局装置に対して基地
局装置のスケジューリングに従った無線リソース割り当て情報や、送信電力の増減の調整
量を指示する目的で使用される。移動局装置は、下りリンクデータや下りリンク制御デー
タであるレイヤ３メッセージ（ページング、ハンドオーバーコマンドなど）を送受信する
前に自局宛の物理下りリンク制御チャネルを監視（モニタ）し、自局宛の物理下りリンク
制御チャネルを受信することで、送信時には上りリンクグラント、受信時には下りリンク
グラント（下りリンクアサインメント）と呼ばれる無線リソース割り当て情報を物理下り
リンク制御チャネルから取得する必要がある。
【００４３】
　物理上りリンク制御チャネル（PUCCH; Physical Uplink Control Channel）は、物理下
りリンク共用チャネルで送信されたデータの受信確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ：Ａｃｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）や下り
リンクの伝搬路情報（ＣＱＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）
、上りリンクの無線リソース要求であるスケジューリングリクエスト（ＳＲ：Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を行なうために使用される。
【００４４】
　物理下りリンク共用チャネル（PDSCH; Physical Downlink Shared Channel）は、下り
リンクデータの他、下りリンク制御データであるレイヤ３メッセージとしてページングや
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物理報知情報チャネルに含まれない報知情報を移動局装置に通知するためにも使用される
。物理下りリンク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物理下りリンク制御チャ
ネルで示される。
【００４５】
　物理上りリンク共用チャネル（PUSCH; Physical Uplink Shared Channel）は、主に上
りリンクデータと上りリンク制御データを送信し、下りリンクの受信品質やＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫなどの制御データを含めることも可能である。また、下りリンクと同様に物理上りリ
ンク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物理下りリンク制御チャネルで示され
る。
【００４６】
　上りリンクリファレンスシグナル（上りリンク参照信号：Uplink Reference Signal、
上りリンクパイロット信号、上りリンクパイロットチャネルとも呼称する）は、基地局装
置が、物理上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨおよび／または物理上りリンク共用チャネ
ルＰＵＳＣＨを復調するために使用する復調参照信号（ＤＲＳ：Demodulation Reference
 Signal）と、基地局装置が、主に、上りリンクのチャネル状態を推定するために使用す
るサウンディング参照信号（ＳＲＳ：Sounding Reference Signal）が含まれる。
【００４７】
　物理ランダムアクセスチャネル（PRACH; Physical Random Access Channel）は、プリ
アンブル系列を通知するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを有する。プリ
アンブル系列は、６４種類のシーケンスを用意して６ビットの情報を表現するように構成
されている。物理ランダムアクセスチャネルは、移動局装置の基地局装置へのアクセス手
段として用いられる。移動局装置は、物理上りリンク制御チャネル未設定時の無線リソー
ス要求や、上りリンク送信タイミングを基地局装置の受信タイミングウィンドウに合わせ
るために必要な送信タイミング調整情報（タイミングアドバンス（ＴＡ：Ｔｉｍｉｎｇ　
Ａｄｖａｎｃｅ）とも呼ばれる）を基地局装置に要求するために物理ランダムアクセスチ
ャネルを用いる。具体的には、移動局装置は、基地局装置より設定された物理ランダムア
クセスチャネル用の無線リソースを用いてプリアンブル系列を送信する。送信タイミング
調整情報を受信した移動局装置は、送信タイミング調整情報の有効時間を計時する送信タ
イミングタイマー（ＴＡ　ｔｉｍｅｒ）を設定し、有効時間中は送信タイミング調整状態
、有効期間外は、送信タイミング非調整状態（送信タイミング未調整状態）として状態を
管理する。なお、それ以外の物理チャネルは、本発明の各実施形態に関わらないため詳細
な説明は省略する。
【００４８】
　[ランダムアクセス手順]
　ランダムアクセスに関する一連の手順のことをランダムアクセス手順と称す。ランダム
アクセス手順には、Contention based Random Access（競合ベースランダムアクセス）手
順とNon-contention based Random Access（非競合ベースランダムアクセス）手順の２つ
の手順がある。
【００４９】
　Contention based Random Access手順は、異なる移動局装置が送信したプリアンブル系
列が衝突（contention）する可能性のあるランダムアクセス手順であり、移動局装置が基
地局装置と接続（通信）していない状態からの初期アクセスのためや、移動局装置が基地
局装置と接続している状態からの上りリンクの送信リソースを要求するスケジューリング
リクエストのためなどに使用される。プリアンブル系列が衝突するということは、複数の
移動局装置が同じプリアンブル系列を用いて物理ランダムアクセスチャネルを同一の周波
数・時間リソースを用いて送信することを意味する。なお、プリアンブル系列の衝突は、
ランダムアクセスの衝突とも称される。
【００５０】
　Non-contention based Random Access手順は、異なる移動局装置が送信したプリアンブ
ル系列に衝突が発生しないランダムアクセス手順であり、移動局装置が基地局装置と接続
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している状態であり、かつ上りリンクの同期が外れている状態で、基地局装置の指示によ
り開始される。Non-contention based Random Access手順は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：Ｌａｙｅｒ３）層のメッセージおよび物理下りリンク制
御チャネルＰＤＣＣＨの制御データにより開始が指示される。
【００５１】
　Non-contention based Random Access手順で使用するプリアンブル系列（個別プリアン
ブル（dedicated preamble））は、基地局装置より個別に移動局装置に通知される。Cont
ention based Random Access手順で使用されるプリアンブル系列は、個別プリアンブルと
して使用されないプリアンブル系列から移動局装置がランダムアクセス時にランダムに一
つ選択して使用する。あるセルで移動局装置が使用可能なプリアンブル系列のうち、Cont
ention based Random Access手順とNon-contention based Random Access手順でそれぞれ
使用されるプリアンブル系列の数は基地局装置から通知される。
【００５２】
　図９を用いて、Contention based Random Access手順を簡単に説明する。まず、移動局
装置１は、下りリンクの無線伝搬路状態（パスロス）やメッセージ３（ステップＳ３で送
信されるメッセージ）のサイズに基づいて選択したプリアンブル系列（ランダムアクセス
プリアンブル）を基地局装置２に送信する（ステップＳ１）。ランダムアクセスプリアン
ブルを受信した基地局装置２は、ランダムアクセスプリアンブルから移動局装置１と基地
局装置２との間の送信タイミングのずれ量を算出し、ランダムアクセスプリアンブルに対
する応答（ランダムアクセスレスポンス）に送信タイミングのずれを調整するための送信
タイミング調整情報を含めて移動局装置１に送信する（ステップＳ２）。
【００５３】
　移動局装置１は、ランダムアクセスレスポンスの中身を確認し、送信したランダムアク
セスプリアンブルに対応するプリアンブル番号がランダムアクセスレスポンスに含まれて
いる場合、送信タイミング調整情報から上りリンク送信タイミングを調整する。移動局装
置１は、送信タイミングを調整した場合に、調整した送信タイミングが有効である送信タ
イミングタイマー（ＴＡ　ｔｉｍｅｒ）をスタートする。また、移動局装置１は、ランダ
ムアクセスレスポンスに含まれているスケジューリング情報を元に上位レイヤのメッセー
ジ（上位レイヤメッセージ、ＲＲＣメッセージ）を基地局装置２に送信する（ステップＳ
３）。基地局装置２は、ステップＳ３の上位レイヤメッセージを受信できた移動局装置１
に衝突確認メッセージ（コンテンションレゾリューション、Contention resolution）を
送信し（ステップＳ４）、手順を完了する。
【００５４】
　図１０を用いて、Non-contention based Random Access手順を簡単に説明する。まず、
基地局装置２は、個別プリアンブルの番号と使用する物理ランダムアクセスチャネルの番
号（ランダムアクセスチャネル番号）を移動局装置１に通知（ランダムアクセスプリアン
ブル割り当て）する（ステップＳ１１）。ランダムアクセスチャネル番号とは、基地局装
置２が移動局装置１に通知する番号の個別プリアンブルが送信されてもよい物理ランダム
アクセスチャネルを示す番号である。例えば、あるランダムアクセスチャネル番号は全て
の物理ランダムアクセスチャネルで個別プリアンブルが送信されてもよいことを示し、あ
るランダムアクセスチャネル番号は時間方向で２個毎の物理ランダムアクセスチャネルで
個別プリアンブルが送信されてもよいことを示す。移動局装置１は、指定されたプリアン
ブルの番号に対応するプリアンブル系列（個別プリアンブル）を、ランダムアクセスチャ
ネル番号により示され、個別プリアンブルの送信が許可される物理ランダムアクセスチャ
ネルで送信する（ステップＳ１２）。個別プリアンブルを受信した基地局装置２は、個別
プリアンブルから移動局装置１と基地局装置２との間の送信タイミングのずれ量を算出し
、個別プリアンブルに対する応答（ランダムアクセスレスポンス）に送信タイミングのず
れを調整するための送信タイミング調整情報を含めて移動局装置１に送信し（ステップＳ
１３）、手順を完了する。
【００５５】
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　ただし、基地局装置２から通知されたプリアンブル番号の値が０の場合は、移動局装置
１はNon-contention based Random Access手順ではなくContention based Random Access
手順を行なう。この場合、移動局装置１は図９のステップＳ１～ステップＳ４の手順に従
って手順を完了する。
【００５６】
　[パワーヘッドルーム報告]
　パワーヘッドルームは、周波数（コンポーネントキャリア、セル）毎に移動局装置で計
算され、基地局装置に対して通知される。また、移動局装置において、パワーヘッドルー
ムはＲＲＣ層から設定されたパラメータに基づいて物理層（レイヤ１）で計算され、ＭＡ
Ｃ層で管理される。また、物理層は、計算した各コンポーネントキャリアのパワーヘッド
ルームの値をＭＡＣ層に対して通知する。
【００５７】
　移動局装置のＭＡＣ層は、以下のいずれかのトリガ条件が満たされた場合に、パワーヘ
ッドルームの報告タイミングであると判断し、データの制御ヘッダー部分に含まれるＭＡ
Ｃ制御要素を用いてＰＨＲを基地局装置に送信する。トリガ条件は、（１）ＰＨＲ報告禁
止タイマー（Prohibit PHR timer）が停止しているときであって、サービングセルのパス
ロス値が前回ＰＨＲを報告したときよりも所定の値以上劣化したとき、（２）ＰＨＲ周期
タイマー(Periodic PHR timer)が満了したとき、（３）ＰＨＲの設定が変更されたとき、
（４）セカンダリセルを活性化したとき、である。
【００５８】
　Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＴＵＲＡでは、ＰＨＲとして２種類の報告形式が規定されている
。１つ目の報告形式（タイプ１）は、移動局装置があるサブフレームにおいて物理上りリ
ンク共用チャネルＰＵＳＣＨのみを送信可能な場合に適用される報告形式である。タイプ
１のＰＨＲは、ＰＵＳＣＨを送信しているサブフレームとＰＵＳＣＨを送信していないサ
ブフレームとで異なるＰＨＲの計算方法を使用し、その詳細な計算方法は３ＧＰＰ　ＴＳ
３６．２１３の記載に従う。
【００５９】
　２つ目の報告形式（タイプ２）は、移動局装置があるサブフレームにおいて物理上りリ
ンク制御チャネルＰＵＣＣＨと物理上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨを同時に送信可能
な場合に適用される報告形式である。タイプ２のＰＨＲは、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨを同
時に送信しているサブフレーム、ＰＵＳＣＨのみを送信しているサブフレーム、ＰＵＣＣ
Ｈのみを送信しているサブフレームとでそれぞれ異なるＰＨＲの計算方法を使用し、その
詳細な計算方法は３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１３の記載に従う。
【００６０】
　基地局装置は、移動局装置から通知された移動局装置能力（ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔ
ｙ）に基づいて、タイプ１とタイプ２のＰＨＲの報告形式のどちらを用いるかについて、
レイヤ３メッセージを用いて移動局装置毎に設定する。
【００６１】
　[本発明の通信ネットワーク構成の例]
　図１１は、本発明の実施形態に係る通信ネットワーク構成の一例を示す図である。移動
局装置１は、キャリア・アグリゲーションによって複数の周波数（コンポーネントキャリ
ア、Band1～Band3）を同時に用いて基地局装置２と無線接続することが可能な場合、通信
ネットワーク構成としては、ある一つの基地局装置２が複数の周波数毎に送信装置１１～
１３（および図示しない受信装置２１～２３）を備えており、各周波数の制御を一つの基
地局装置２で行なう構成が制御の簡略化の観点から好適である。基地局装置２の構成は図
１０に限定されない。ただし、複数の周波数が連続する周波数であるなどの理由で、基地
局装置２が一つの送信装置で複数の周波数の送信を行なう構成であっても構わない。さら
には、周波数毎に送受信のタイミングが異なるような構成であっても良い。送信装置と受
信装置の数や送受信可能な周波数が異なっていてもよい。基地局装置２の送信装置によっ
て制御される各周波数の通信可能範囲はセルとしてみなされる。このとき、各周波数がカ
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バーするエリア（セル）はそれぞれ異なる広さ、異なる形状であっても良い。
【００６２】
　ただし、後述する記載において、基地局装置２が構成するコンポーネントキャリアの周
波数でカバーされるエリアのことをそれぞれセルと称して説明するが、これは実際に運用
される通信システムにおけるセルの定義とは異なる可能性があることに注意する。例えば
、ある通信システムでは、キャリア・アグリゲーションによって用いられるコンポーネン
トキャリアの一部のことを、セルではなく単なる追加の無線リソースと定義するかもしれ
ない。また、従来のセルとは異なる拡張セルとして定義するかもしれない。本発明でコン
ポーネントキャリアをセルと称することで、実際に運用される通信システムにおけるセル
の定義と異なる場合が発生したとしても、本発明の主旨には影響しない。なお、キャリア
・アグリゲーションは、複数のコンポーネントキャリアを用いた複数のセルによる通信で
あり、セル・アグリゲーションとも称される。なお、移動局装置１は、周波数毎にリレー
局装置（またはリピーター）を介して基地局装置２と無線接続されても良い。すなわち、
本発明の基地局装置２は、リレー局装置に置き換えることが出来る。
【００６３】
　なお、３ＧＰＰが規定する第３世代の基地局装置２はノードＢ（NodeB）と称され、Ｅ
ＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおける基地局装置はイーノードＢ（eNod
eB）と称される。なお、３ＧＰＰが規定する第３世代の移動局装置１はユーイー（ＵＥ：
Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と称される。基地局装置２は移動局装置１が通信可能な
エリアであるセルを管理し、セルは移動局装置１と通信可能なエリアの大きさに応じてマ
クロセルやフェムトセルやピコセル、ナノセルとも称される。また、移動局装置１がある
基地局装置２と通信可能であるとき、その基地局装置２のセルのうち、移動局装置１との
通信に使用しているセルは在圏セル（Serving cell）であり、その他のセルは周辺セル（
Neighboring cell）と称される。つまり、キャリア・アグリゲーションを用いて移動局装
置１と基地局装置２が複数のセルを用いて通信している場合、在圏セルは複数存在するこ
とになる。
【００６４】
　[コンポーネントキャリアの構成の設定例]
　図１２は、本発明の実施形態に係る移動局装置１がキャリア・アグリゲーションを行な
う場合に、基地局装置２が移動局装置１に対して設定する下りリンクコンポーネントキャ
リアと、上りリンクコンポーネントキャリアの対応関係の一例を示した図である。図１２
では、２個の下りリンクコンポーネントキャリア（下りリンクコンポーネントキャリアＤ
Ｌ＿ＣＣ１、下りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ２）と２個の上りリンクコン
ポーネントキャリア（上りリンクコンポーネントキャリアＵＬ＿ＣＣ１、上りリンクコン
ポーネントキャリアＵＬ＿ＣＣ２）の対応関係について示すが、本発明が２個のコンポー
ネントキャリアの場合に限定されるということではない。図１２中の下りリンクコンポー
ネントキャリアＤＬ＿ＣＣ１と上りリンクコンポーネントキャリアＵＬ＿ＣＣ１、および
下りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ２と上りリンクコンポーネントキャリアＤ
Ｌ＿ＣＣ２がセル固有接続（Ｃｅｌｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｌｉｎｋａｇｅ）している。
【００６５】
　セル固有接続とは、例えば、移動局装置１がキャリア・アグリゲーションしていない場
合に、基地局装置２にアクセス可能な上りリンクと下りリンクの周波数の対応関係（連携
関係）であり、典型的には報知情報の一部（ＳＩＢ２：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　Ｔｙｐｅ２）でその対応関係が示される。セル固有接続は、ＳＩＢ
２　ｌｉｎｋａｇｅとも称される。セルにおける上りリンクと下りリンクの周波数の対応
関係は、報知情報に周波数情報として明示的に指示されるか、または明示的に指示されな
い場合に運用周波数毎に一意に決められる上りリンクと下りリンクの規定の周波数差の情
報を用いるなどして暗黙的に指示される。これらの方法に限らず、セル毎に上りリンクと
下りリンクの周波数の対応関係を示すことが可能であれば、これ以外の方法を用いて指示
されても良い。
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【００６６】
　これに対し、基地局装置２は、下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクコンポ
ーネントキャリアの対応関係を、セル固有接続とは別に移動局装置１毎に個別に設定（個
別接続；ＵＥ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｌｉｎｋａｇｅ）することも可能である。このとき、
個別接続の設定はＲＲＣメッセージ（レイヤ３メッセージ）で示される。基地局装置２は
、物理ランダムアクセスチャネルの送信に必要な設定（コンフィギュレーション）を上り
リンクコンポーネントキャリア毎、または上りリンク周波数毎に複数割り当てることも可
能である。
【００６７】
　無線リソース要求用上りリンク制御チャネル設定の行われる上りリンクコンポーネント
キャリアと、当該上りリンクコンポーネントキャリアとセル固有接続される下りリンクコ
ンポーネントキャリアから構成されるセルは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ：Ｐｒｉｍａ
ｒｙ　ｃｅｌｌ）と称される。また、プライマリセル以外のコンポーネントキャリアから
構成されるセルは、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）と称
される。プライマリセルは活性化／不活性化の制御の対象外であるが（つまり必ず活性化
しているとみなされる）、セカンダリセルは活性化／不活性化という状態を持ち、これら
の状態の変更は、基地局装置２から明示的に指定されるほか、コンポーネントキャリア毎
に移動局装置１に設定されるタイマーに基づいて状態が変更される。プライマリセルとセ
カンダリセルとを合わせてサービングセル（在圏セル）とも称する。
【００６８】
　ここで、コンポーネントキャリアの活性化または不活性化（すなわちセカンダリセルの
活性化または不活性化）は、レイヤ２の構成タスクで解釈可能なＬ２（レイヤ２）メッセ
ージによって制御されるように構成される。すなわち、物理層（レイヤ１）でデコードさ
れた後にレイヤ２で認識される制御コマンドによって活性化または不活性化が制御される
。なお、ＥＵＴＲＡならびにＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおけるＬ２メッセージは、
ＭＡＣ層で解釈される制御コマンド（ＭＡＣ制御要素：ＭＡＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ）によって通知される。
【００６９】
　移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカンダリセル）のスケジ
ューリングに用いる上りリンクグラント、および下りリンクグラント（下りリンクアサイ
ンメント）のモニタを停止してよい。すなわち、物理下りリンク制御チャネルのモニタを
停止してよい。また、移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカン
ダリセル）の上りリンクに関して、サウンディングリファレンスシグナル（ＳＲＳ：Soun
ding reference signal）と呼ばれる上りリンクパイロットチャネルの送信を停止しても
よい。また、移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカンダリセル
）の上りリンクに関して、物理上りリンク制御チャネルの送信を停止しても良い。また、
移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカンダリセル）の下りリン
クに関して、活性化した状態よりも低いサンプリングレートで測定を実施してもよい。
【００７０】
　以上の事項を考慮しつつ、以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施形態について
詳細に説明する。なお、本発明の説明において、本発明に関連した公知の機能や構成につ
いての具体的な説明が、本発明の要旨を不明瞭にすると判断される場合には、その詳細な
説明を省略する。
【００７１】
　＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態について以下に説明する。本実施形態は、移動局装置１のキャ
リア・アグリゲーション時におけるパワーヘッドルーム報告方法に関し、特に、移動局装
置１が複数の上りリンク送信タイミングを管理している場合のパワーヘッドルーム報告方
法について示す。
【００７２】
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　図１は、本発明の第１の実施形態による移動局装置１の一例を示すブロック図である。
本移動局装置１は、受信部１０１、復調部１０２、復号部１０３、測定処理部１０４、制
御部１０５、ランダムアクセス制御部１０６、符号部１０７、変調部１０８、送信部１０
９、タイミング管理部１１０、上位レイヤ１１１、ＰＨＲ計算部１１２から構成される。
上位レイヤ１１１は、無線リソース制御を執り行うＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）を含む。また、ランダムアクセス制御部１０６は、データリンク層
を管理するＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の一部として機能
する。
【００７３】
　受信に先立ち、上位レイヤ１１１より制御部１０５へ移動局装置制御情報が入力され、
受信に関する制御情報が受信制御情報として、受信部１０１、復調部１０２、復号部１０
３へ適切に入力される。移動局装置制御情報は、受信制御情報と送信制御情報によって構
成される移動局装置１の無線通信制御に必要な情報であり、基地局装置２やシステムパラ
メータにより設定され、上位レイヤ１１１が必要に応じて制御部１０５へ入力する。また
、受信制御情報は、受信周波数帯域の情報の他に、各チャネルに関する受信タイミング、
多重方法、無線リソース配置情報などの情報が含まれている。
【００７４】
　受信信号は、受信部１０１において受信される。受信部１０１は、受信制御情報で指定
された周波数帯域で信号を受信する。受信された信号は、復調部１０２へと入力される。
復調部１０２は、受信信号の復調を行い、復号部１０３へと信号を入力して下りリンクデ
ータと下りリンク制御データとを正しく復号し、復号された各データを上位レイヤ１１１
へと入力する。測定処理部１０４は、セル（コンポーネントキャリア）毎の下りリンクリ
ファレンスシグナルの受信品質（ＳＩＲ、ＳＩＮＲ、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＲＳＳＩ、パ
スロスなど）の測定や、物理下りリンク制御チャネルまたは物理下りリンク共用チャネル
の受信誤り率の測定結果に基づいて下りリンク測定情報を生成し、下りリンク測定情報を
上位レイヤ１１１へと出力する。下りリンク測定情報は、上位レイヤ１１１において、無
線リンク再確立を伴う無線リンク障害（Radio link failure）の検出、および上りリンク
送信の停止を伴う無線リンク監視（Radio link monitoring）の実施のために用いられる
。
【００７５】
　同様に、測定処理部１０４の下りリンク測定情報はＰＨＲ計算部１１２へ出力される。
ＰＨＲ計算部１１２は、上位レイヤ１１１よりＰＨＲの報告に必要なパラメータを含むＰ
ＨＲ制御情報が設定される。ＰＨＲ制御情報は、ＰＨＲの報告に関する複数のタイマー（
ＰＨＲ報告禁止タイマー、ＰＨＲ周期タイマー）、ＰＨＲの報告形式（タイプ１またはタ
イプ２）、トリガ条件に用いるパスロスの変化の差分値、およびＰＨＲの計算に関するオ
フセット値や係数を少なくとも含む。
【００７６】
　ＰＨＲ計算部１１２は、設定済みのＰＨＲ制御情報と、下りリンク測定情報と、上りリ
ンクの送信状態とに基づき、活性化しているコンポーネントキャリア（セカンダリセル）
毎にパワーヘッドルームの値を計算する。また、ＰＨＲ計算部１１２は、入力された下り
リンク測定情報とＰＨＲ制御情報に含まれる複数のタイマーの状態に基づいて、ＰＨＲの
トリガ条件が満たされたかどうかをサブフレーム毎に判断する。そして、ＰＨＲ計算部１
１２は、ＰＨＲのトリガ条件のいずれかが満たされたと判断したときに、トリガ時のサブ
フレームにおける上りリンクの物理チャネルの送信状態と、設定された報告形式と、下り
リンク測定情報とに基づいて計算したＰＨＲの値を上位レイヤ１１１へと出力する。
【００７７】
　また、送信に先立ち、上位レイヤ１１１より制御部１０５へ移動局装置制御情報が入力
され、送信に関する制御情報が送信制御情報として、ランダムアクセス制御部１０６、符
号部１０７、変調部１０８、送信部１０９へ適切に入力される。送信制御情報は、送信信
号の上りリンクスケジューリング情報として、符号化情報、変調情報、送信周波数帯域の
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情報、各チャネルに関する送信タイミング、多重方法、無線リソース配置情報などの情報
が含まれている。ランダムアクセス制御情報は上位レイヤ１１１からランダムアクセス制
御部１０６に入力される。ランダムアクセス制御情報には、プリアンブル情報や物理ラン
ダムアクセスチャネル送信用の無線リソース情報などが含まれる。上位レイヤ１１１は、
必要に応じてタイミング管理部１１０へ上りリンク送信タイミングの調整に用いる送信タ
イミング調整情報と送信タイミングタイマーを設定する。タイミング管理部１１０は、設
定された情報に基づき上りリンク送信タイミングの状態（送信タイミング調整状態または
送信タイミング非調整状態）を管理する。
【００７８】
　符号部１０７には、上位レイヤ１１１より上りリンクデータと上りリンク制御データが
入力されるほか、ランダムアクセス制御部１０６から、物理ランダムアクセスチャネルの
送信に関するランダムアクセスデータ情報が入力される。符号部１０７は、ランダムアク
セスデータ情報に基づき物理ランダムアクセスチャネルで送信されるプリアンブル系列を
生成する。また、符号部１０７は送信制御情報に従い、各データを適切に符号化し、変調
部１０８に出力する。
【００７９】
　変調部１０８は、符号部１０７からの出力を変調する。送信部１０９は、変調部１０８
の出力を周波数領域にマッピングすると共に、周波数領域の信号を時間領域の信号へ変換
し、既定の周波数の搬送波にのせて電力増幅を行う。さらに、タイミング管理部１１０よ
り入力された送信タイミング調整情報に従って上りリンク送信タイミングを調整して送信
する。上りリンク制御データが配置される物理上りリンク共用チャネルは、典型的にはレ
イヤ３メッセージ（無線リソース制御メッセージ；ＲＲＣメッセージ）を構成する。図１
において、その他の移動局装置１の構成要素は本実施の形態に関係ないため省略してある
。
【００８０】
　図２は、本発明の第１の実施形態による基地局装置２の一例を示すブロック図である。
本基地局装置は、受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３、制御部２０４、符号部２
０５、変調部２０６、送信部２０７、上位レイヤ２０８、ネットワーク信号送受信部２０
９から構成される。
【００８１】
　上位レイヤ２０８は、下りリンクデータと下りリンク制御データを符号部２０５へ入力
する。符号部２０５は、入力されたデータを符号化し、変調部２０６へ入力する。変調部
２０６は、符号化した信号の変調を行なう。また、変調部２０６から出力される信号は送
信部２０７に入力される。送信部２０７は、入力された信号を周波数領域にマッピングし
た後、周波数領域の信号を時間領域の信号へ変換し、既定の周波数の搬送波にのせて電力
増幅を行い送信する。下りリンク制御データが配置される物理下りリンク共用チャネルは
、典型的にはレイヤ３メッセージ（ＲＲＣメッセージ）を構成する。
【００８２】
　また、受信部２０１は、移動局装置１から受信した信号をベースバンドのデジタル信号
に変換する。デジタル信号は、復調部２０２へ入力されて復調される。復調部２０２で復
調された信号は続いて復号部２０３へ入力されて復号され、正しく復号された上りリンク
制御データや上りリンクデータを上位レイヤ２０８へと出力する。これら各ブロックの制
御に必要な基地局装置制御情報は、受信制御情報と送信制御情報によって構成される基地
局装置２の無線通信制御に必要な情報であり、上位のネットワーク装置（ＭＭＥやゲート
ウェイ装置）やシステムパラメータにより設定され、上位レイヤ２０８が必要に応じて制
御部２０４へ入力する。制御部２０４は、送信に関連する基地局装置制御情報を、送信制
御情報として符号部２０５、変調部２０６、送信部２０７の各ブロックに、受信に関連す
る基地局装置制御情報を、受信制御情報として受信部２０１、復調部２０２、復号部２０
３の各ブロックに適切に入力する。基地局装置２のＲＲＣは、上位レイヤ２０８の一部と
して存在する。
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【００８３】
　一方、ネットワーク信号送受信部２０９は、基地局装置２間あるいは上位のネットワー
ク装置と基地局装置２との間の制御メッセージの送信または受信を行なう。図２において
、その他の基地局装置２の構成要素は本実施の形態に関係ないため省略してある。
【００８４】
　また、本移動局装置１と本基地局装置２が配置される通信システムのネットワーク構成
は、図１１に示したものと同様のものを適用できる。
【００８５】
　図３を用いて、複数の送信タイミングを管理する移動局装置１がＰＨＲを報告可能とな
るタイミングについて説明する。図３の横軸は時間の経緯を示す。移動局装置１は、基地
局装置２から少なくとも一つ以上の不活性化されたセカンダリセルが設定されている状態
から開始される。このような状態は、典型的には新規にセカンダリセルが追加された後、
またはハンドオーバー実施後の状態とみなすことができる。更に、当該セカンダリセルは
、プライマリセルと異なる上りリンク送信タイミングを必要とする。
【００８６】
　時刻Ｔ０１は、移動局装置１が不活性化のセカンダリセルに対して活性化コマンドを受
信したことを示す。活性化コマンドは、従来通りＭＡＣ制御要素で通知されても良いし、
ＲＲＣメッセージや物理下りリンク制御チャネルで通知されても良い。
【００８７】
　このとき、移動局装置１は、活性化したセカンダリセルの下りリンクの測定処理や必要
であれば上りリンクにおける上りリンクリファレンスシグナルの送信などのセカンダリセ
ルの活性化に伴う必要な設定を適用するための処理時間が必要である。移動局装置１は、
この処理時間に用いる遅延時間ｎ１（例えば８サブフレーム）が経過した時刻Ｔ０２にお
いて、実際にセカンダリセルが活性化したとみなす。また、時刻Ｔ０２は、当該セカンダ
リセルに対するランダムアクセス手順が開始可能となるタイミングと一致している。
【００８８】
　移動局装置１は、時刻Ｔ０２以降のいずれかのタイミングでセカンダリセルにおけるラ
ンダムアクセス手順を開始し、物理ランダムアクセスチャネルを基地局装置２へ送信する
。典型的には、時刻Ｔ０２以降で当該移動局装置１が利用可能なランダムアクセスリソー
スが存在する直近のサブフレームでランダムアクセス手順が開始される。そして、基地局
装置２から、時刻Ｔ０３においてランダムアクセスレスポンスを受信する。ランダムアク
セス手順は、当該セカンダリセルで実施される。
【００８９】
　時刻Ｔ０２から時刻Ｔ０３の間に、移動局装置１がセカンダリセルでランダムアクセス
手順を開始するタイミングとして、例えば、（１）セカンダリセルが活性化されたタイミ
ングと同じとき、（２）セカンダリセルの活性化後にＭＡＣ制御要素でランダムアクセス
の開始が指示されたとき、（３）セカンダリセルの活性化後に物理下りリンク制御チャネ
ルＰＤＣＣＨでランダムアクセスの開始が指示されたとき、などが考えられるが、本実施
形態では上述したタイミングのいずれかを用いて良い。
【００９０】
　そして、時刻Ｔ０３において、移動局装置１がランダムアクセスレスポンスを受信する
ことで当該セカンダリセルセルの上りリンク送信タイミング（セカンダリセル上りリンク
送信タイミング）を取得する。移動局装置１は、当該セカンダリセルの上りリンクの送信
タイミングを調整するための処理時間として遅延時間ｎ２が必要である。移動局装置１は
、この遅延時間ｎ２（例えば４サブフレーム）が経過した時刻Ｔ０４以降に当該セカンダ
リセルのパワーヘッドルーム報告が可能（ＰＨＲ送信可能）であると判断する。
【００９１】
　そして、移動局装置１は、ＰＨＲのトリガ条件が満たされた場合と同様の手順を開始し
、プライマリセルと送信タイミング調整状態および活性化しているセカンダリセルのＰＨ
ＲをＭＡＣ制御要素に含めて基地局装置２へ送信する。
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【００９２】
　すなわち、本実施形態の移動局装置１は、従来のＥＵＴＲＡのＰＨＲのトリガ条件に代
えて、ＰＨＲのトリガ条件として、（１）ＰＨＲ報告禁止タイマー（Prohibit PHR timer
）が停止しているときであって、プライマリセルまたは送信タイミング調整状態および活
性化しているセカンダリセルのパスロス値が前回ＰＨＲを報告したときよりも所定の値以
上劣化したとき、（２）ＰＨＲ周期タイマー(Periodic PHR timer)が満了したとき、（３
）ＰＨＲの設定が変更されたとき、（４）セカンダリセルを活性化して送信タイミング調
整状態となったとき、を使用する。移動局装置１は、上述したＰＨＲのトリガ条件のいず
れかが満たされた場合に、プライマリセルと送信タイミング調整状態の活性化しているセ
カンダリセルのＰＨＲを基地局装置２へ送信する。
【００９３】
　図４は、本実施形態に係る移動局装置１と基地局装置２とのセカンダリセルの活性化に
伴うパワーヘッドルーム報告に関するシグナリングのやり取りを示したシーケンスチャー
ト図である。移動局装置１は、基地局装置２から少なくとも一つ以上の不活性化されたセ
カンダリセルが設定されている状態から開始される。更に、当該セカンダリセルは、プラ
イマリセルと異なる上りリンク送信タイミングが設定されている。
【００９４】
　ここで、ステップＳ１０１において、送信タイミング非調整状態のセカンダリセルに対
する活性化コマンドが基地局装置２より通知される。活性化コマンドは、従来通りＭＡＣ
制御要素で通知されても良いし、ＲＲＣメッセージや物理下りリンク制御チャネルで通知
されても良い。
【００９５】
　移動局装置１は、活性化したセカンダリセルに対してランダムアクセス手順を開始する
か否かのランダムアクセストリガの判定を行う（ステップＳ１０２）。移動局装置１がセ
カンダリセルでランダムアクセス手順を開始するタイミングとして、例えば、（１）セカ
ンダリセルが活性化されたタイミングと同じ、（２）セカンダリセルの活性化後にＭＡＣ
制御要素でランダムアクセス手順の開始が指示されたとき、（３）セカンダリセルの活性
化後に物理下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨでランダムアクセス手順の開始が指示され
たとき、（４）セカンダリセルの活性化後にレイヤ３メッセージ（ＲＲＣメッセージ）で
ランダムアクセス手順の開始が指示されたとき、などが考えられるが、本実施形態では上
述したタイミングのいずれかを用いて良い。
【００９６】
　移動局装置１は、ステップＳ１０３にてランダムアクセス手順を送信タイミング非調整
状態のセカンダリセルに対して開始し、基地局装置２に対して物理ランダムアクセスチャ
ネルを送信する。物理ランダムアクセスチャネルを受信した基地局装置２は、ステップＳ
１０４にてランダムアクセスレスポンスを当該移動局装置１に対して送信する。ステップ
Ｓ１０３およびステップＳ１０４の詳細は、図９または図１０と同じで良い。
【００９７】
　そして、移動局装置１は、セカンダリセル上りリンク送信タイミング取得（ステップＳ
１０５）を行い、ステップＳ１０４のランダムアクセスレスポンスより上りリンクの送信
タイミング調整情報を取得する。上りリンク送信タイミングは、送信タイミング調整情報
を取得してから所定の時間後（例えば４サブフレーム後）に調整される。移動局装置１は
、新たに活性化された当該セカンダリセルの上りリンクの状態が送信タイミング調整状態
となった場合に、ＰＨＲのトリガ条件が満たされたと判定し、物理層から通知されたＰＨ
ＲをＭＡＣ制御情報に設定してパワーヘッドルーム報告を行う（ステップＳ１０６）。
【００９８】
　図５は、本実施形態に係る移動局装置１のセカンダリセルの活性化に伴うパワーヘッド
ルーム報告に関するフローチャート図である。本フローチャート図は、移動局装置１に対
して送信タイミング非調整状態のセカンダリセルが少なくとも一つ設定されており、当該
セカンダリセルに対する活性化コマンドを受信したときに開始される。
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【００９９】
　まず、移動局装置１は、セカンダリセルに対してランダムアクセス手順がトリガされた
か否かを監視する（ステップＳ２０１）。移動局装置１がセカンダリセルでランダムアク
セス手順を開始するタイミングとして、例えば、（１）セカンダリセルが活性化されたタ
イミングと同じ、（２）セカンダリセルの活性化後にＭＡＣ制御要素でランダムアクセス
の開始が指示されたとき、（３）セカンダリセルの活性化後に物理下りリンク制御チャネ
ルＰＤＣＣＨでランダムアクセスの開始が指示されたとき、（４）セカンダリセルの活性
化後にレイヤ３メッセージ（ＲＲＣメッセージ）でランダムアクセスの開始が指示された
とき、などが考えられるが、本実施形態では上述したタイミングのいずれかを用いて良い
。
【０１００】
　移動局装置１は、セカンダリセルのランダムアクセス手順が開始された場合はステップ
２０２へと進み、それ以外はステップＳ２０１へと戻り、トリガされるのを引き続き監視
する。
【０１０１】
　移動局装置１は、ステップ２０２で、ランダムアクセス手順を開始する。そして、ラン
ダムアクセス手順の実施と並行してパワーヘッドルームが報告可能となるタイミングを監
視し、パワーヘッドルームが報告可能であるか否かの判定を毎サブフレーム行う（ステッ
プＳ２０３）。移動局装置１は、上述したようにランダムアクセス手順によって活性化さ
れたセカンダリセルの上りリンクの状態が送信タイミング調整状態となった時に、パワー
ヘッドルームが報告可能であると判定する。換言すれば、移動局装置１は、活性化された
セカンダリセルの送信タイミング調整情報を受信してから所定の時間が経過した後にパワ
ーヘッドルームが報告可能であると判定する。
【０１０２】
　そして、移動局装置１は、物理層から通知されたプライマリセルのＰＨＲ、および活性
化かつ送信タイミング調整状態のセカンダリセルのＰＨＲをＭＡＣ制御情報に含めてパワ
ーヘッドルーム報告を行う（ステップＳ２０４）。
【０１０３】
　なお、図３から図５に適用されるランダムアクセス手順は、Contention based Random 
Access（競合ベースランダムアクセス）手順とNon-contention based Random Access（非
競合ベースランダムアクセス）手順のどちらであっても良い。すなわち、どちらのランダ
ムアクセス手順を開始した場合であっても、移動局装置１が新たに活性化されたセカンダ
リセルの送信タイミング調整情報をランダムアクセスレスポンスで基地局装置２から通知
され、活性化されたセカンダリセルの上りリンク送信タイミングを送信タイミング調整情
報に基づいて調整した後にＰＨＲを送信するという点は同じである。
【０１０４】
　なお、移動局装置１は、活性化されたセカンダリセルがプライマリセルと同じ上りリン
ク送信タイミングであった場合や、活性化されたセカンダリセルが上りリンク送信タイミ
ングが調整済み（送信タイミング調整状態）の場合、あるいは活性化されたセカンダリセ
ルに上りリンクが設定されていない場合は、従来のＰＨＲ報告のトリガ条件を適用する。
【０１０５】
　さらに、ＰＨＲの報告形式は、タイプ１とタイプ２のどちらであっても良く、そのいず
れであっても本発明の趣旨には影響しない。
【０１０６】
　このように、第１の実施形態によれば、基地局装置２は、移動局装置１に上りリンク送
信タイミングが非調整の上りリンク周波数（上りリンクコンポーネントキャリア）を持つ
セル（セカンダリセル）が設定されている場合に、当該セカンダリセルを活性化させるこ
とで、移動局装置１に当該セカンダリセルの上りリンク送信タイミングを調整させた後に
関連するセルのパワーヘッドルームを報告させる。また、移動局装置１は、上りリンク送
信タイミングが非調整のセカンダリセルが活性化されたときに、ランダムアクセス手順を
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開始し、当該セカンダリセルの上りリンク送信タイミングを調整した後にパワーヘッドル
ームを基地局装置２へと送信する。
【０１０７】
　以上のように、第１の実施形態のように構成することによって、移動局装置１が基地局
装置２に対してスケジューリングできないコンポーネントキャリア（すなわち、不活性化
されたセカンダリセル）のＰＨＲを報告してしまうという従来のＥＵＴＲＡの問題を解決
することができる。
【０１０８】
　本実施形態の移動局装置１は、ランダムアクセス手順を開始して送信タイミングが調整
された後にパワーヘッドルームを報告する。移動局装置１は、パワーヘッドルームの報告
に用いられるＬ２メッセージを拡張することなく再利用することができる。このように、
移動局装置１は、ランダムアクセス手順によって送信タイミング調整状態となった後で活
性化しているセル（コンポーネントキャリア）のパワーヘッドルームを報告するため、無
駄なシグナリングを削減することが可能となる。
【０１０９】
　また、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１が報告したパワーヘッドルームがス
ケジューリング可能なコンポーネントキャリアであることを知っているため、パワーヘッ
ドルーム報告に基づいてセカンダリセルの変調方式やリソース割り当てを効率的に行うこ
とができる。このように、基地局装置２は報告されたパワーヘッドルームに基づいて適切
なスケジューリングを行うことが可能となる。
【０１１０】
　＜第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態について以下に説明する。本実施形態は、ランダムアクセス手
順が成功してからパワーヘッドルームを報告するパワーヘッドルーム報告方法について説
明する。本実施形態に用いる移動局装置１と基地局装置２の構成は、それぞれ図１と図２
と同じ構成で良いため説明を省略する。
【０１１１】
　また、本移動局装置１と本基地局装置２が配置される通信システムのネットワーク構成
は、図１１に示したものと同様のものを適用できる。
【０１１２】
　図６を用いて、複数の送信タイミングを管理する移動局装置１がＰＨＲを報告可能とな
るタイミングについて説明する。図６の横軸は時間の経緯を示す。移動局装置１は、基地
局装置２から少なくとも一つ以上の不活性化されたセカンダリセルが設定されている状態
から開始される。このような状態は、典型的には新規にセカンダリセルが追加された後、
またはハンドオーバー実施後の状態とみなすことができる。更に、当該セカンダリセルは
、プライマリセルと異なる上りリンク送信タイミングを必要とする。
【０１１３】
　図６における時刻Ｔ０１から時刻Ｔ０４までの一連の処理は、図３と同じであるため、
同じ符号を配置してその詳細を略し、主に時刻Ｔ０４以降の動作の説明を行う。
【０１１４】
　移動局装置１は、セカンダリセルの上りリンクの送信タイミングを調整するための処理
時間として遅延時間ｎ２（例えば４サブフレーム）が経過した時刻Ｔ０４以降、必要であ
れば、実行中のランダムアクセス手順を継続する。そして、ランダムアクセス手順が成功
した時刻Ｔ０５以降に当該セカンダリセルのパワーヘッドルーム報告が可能（ＰＨＲ送信
可能）であると判断する。
【０１１５】
　そして、移動局装置１は、ＰＨＲのトリガ条件が満たされた場合と同様の手順を開始し
、プライマリセルと送信タイミング調整状態および活性化しているセカンダリセルのＰＨ
ＲをＭＡＣ制御要素に含めて基地局装置２へ送信する。
【０１１６】
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　すなわち、本実施形態の移動局装置１は、従来のＥＵＴＲＡのＰＨＲのトリガ条件に代
えて、ＰＨＲのトリガ条件として、（１）ＰＨＲ報告禁止タイマー（Prohibit PHR timer
）が停止しているときであって、プライマリセルまたは送信タイミング調整状態および活
性化しているセカンダリセルのパスロス値が前回ＰＨＲを報告したときよりも所定の値以
上劣化したとき、（２）ＰＨＲ周期タイマー(Periodic PHR timer)が満了したとき、（３
）ＰＨＲの設定が変更されたとき、（４）セカンダリセルのランダムアクセス手順が成功
したとき、を使用する。移動局装置１は、上述したＰＨＲのトリガ条件のいずれかが満た
された場合に、プライマリセルと送信タイミング調整状態の活性化しているセカンダリセ
ルのＰＨＲを基地局装置２へ送信する。
【０１１７】
　図７および図８は、本実施形態に係る移動局装置１と基地局装置２とのセカンダリセル
の活性化に伴うパワーヘッドルーム報告に関するシグナリングのやり取りを示したシーケ
ンスチャート図である。図７はContention based Random Access手順を行った場合の例を
示し、図８はNon-contention based Random Access手順を行った場合の例を示す。
【０１１８】
　図７において、移動局装置１は、基地局装置２から少なくとも一つ以上の不活性化され
たセカンダリセルが設定されている状態から開始される。更に、当該セカンダリセルは、
プライマリセルと異なる上りリンク送信タイミングが設定されている。ここで、ステップ
Ｓ３０１において、送信タイミング非調整状態のセカンダリセルに対する活性化コマンド
が基地局装置２より通知される。活性化コマンドは、従来通りＭＡＣ制御要素で通知され
ても良いし、ＲＲＣメッセージや物理下りリンク制御チャネルで通知されても良い。
【０１１９】
　移動局装置１は、活性化したセカンダリセルに対してランダムアクセス手順を開始する
か否かのランダムアクセストリガの判定を行う（ステップＳ３０２）。移動局装置１がセ
カンダリセルでランダムアクセス手順を開始するタイミングは、図４におけるステップＳ
１０２で説明したものと同様で良いため、その詳細を省略する。ただし、基地局装置２は
移動局装置１に対して個別プリアンブルを通知せず、移動局装置１はランダムアクセス手
順としてContention based Random Access手順を開始する。
【０１２０】
　移動局装置１は、ステップＳ３０３にてContention based Random Access手順を送信タ
イミング非調整状態のセカンダリセルに対して開始し、基地局装置２に対して物理ランダ
ムアクセスチャネルを送信する。物理ランダムアクセスチャネルを受信した基地局装置２
は、ステップＳ３０４にてランダムアクセスレスポンスを当該移動局装置１に対して送信
する。ステップＳ３０３およびステップＳ３０４の詳細は、図９と同じで良い。
【０１２１】
　そして、移動局装置１は、セカンダリセル上りリンク送信タイミング取得（ステップＳ
３０５）を行い、ステップＳ３０４のランダムアクセスレスポンスより上りリンクの送信
タイミング調整情報を取得する。上りリンク送信タイミングは、送信タイミング調整情報
を取得してから所定の時間後（例えば４サブフレーム後）に調整される。移動局装置１は
、新たに活性化された当該セカンダリセルの上りリンクの状態が送信タイミング調整状態
とみなし、上位レイヤメッセージを基地局装置２へ送信する（ステップＳ３０６）。そし
て、基地局装置２は、移動局装置１に衝突確認メッセージ（コンテンションレゾリューシ
ョン、Contention resolution）を送信する（ステップＳ３０７）。ステップＳ３０６お
よびステップＳ３０７の詳細は、図９と同じで良い。
【０１２２】
　移動局装置１は、ステップＳ３０７で受信したコンテンションレゾリューションを解析
し、ステップＳ３０６で送信した上位レイヤメッセージに対する応答であるかを確認する
。そして、当該上位レイヤメッセージに対する応答であることを確認した場合、Contenti
on based Random Access手順が成功したと判断する（ステップＳ３０８）。移動局装置１
は、Contention based Random Access手順が成功した場合、ＰＨＲのトリガ条件が満たさ



(24) JP 2012-169913 A 2012.9.6

10

20

30

40

50

れたと判定し、物理層から通知されたＰＨＲをＭＡＣ制御情報に設定してパワーヘッドル
ーム報告を行う（ステップＳ３０９）。
【０１２３】
　一方、図８において、移動局装置１は、基地局装置２から少なくとも一つ以上の不活性
化されたセカンダリセルが設定されている状態から開始される。更に、当該セカンダリセ
ルは、プライマリセルと異なる上りリンク送信タイミングを必要とする。ここで、ステッ
プＳ４０１において、送信タイミング非調整状態のセカンダリセルに対する活性化コマン
ドが基地局装置２より通知される。活性化コマンドは、従来通りＭＡＣ制御要素で通知さ
れても良いし、ＲＲＣメッセージや物理下りリンク制御チャネルで通知されても良い。
【０１２４】
　移動局装置１は、活性化したセカンダリセルに対してランダムアクセス手順を開始する
か否かのランダムアクセストリガの判定を行う（ステップＳ４０２）。移動局装置１がセ
カンダリセルでランダムアクセス手順を開始するタイミングは、図４におけるステップＳ
１０２で説明したものと同様で良いため、その詳細を省略する。ただし、基地局装置２は
移動局装置１に対して個別プリアンブルを通知し、移動局装置１はランダムアクセス手順
としてNon-contention based Random Access手順を開始する。基地局装置２が移動局装置
１に対して個別プリアンブルを通知する方法は、ＰＤＣＣＨに含めて通知したり、ＭＡＣ
制御要素で通知したり、ＲＲＣメッセージで通知したりする方法のいずれかまたは複数を
用いることができる。
【０１２５】
　移動局装置１は、ステップＳ４０３にてNon-contention based Random Access手順を送
信タイミング非調整状態のセカンダリセルに対して開始し、基地局装置２に対して物理ラ
ンダムアクセスチャネルを送信する。物理ランダムアクセスチャネルを受信した基地局装
置２は、ステップＳ４０４にてランダムアクセスレスポンスを当該移動局装置１に対して
送信する。ステップＳ４０３およびステップＳ４０４の詳細は、図１０と同じで良い。
【０１２６】
　そして、移動局装置１は、セカンダリセル上りリンク送信タイミング取得（ステップＳ
４０５）を行い、ステップＳ４０４のランダムアクセスレスポンスより上りリンクの送信
タイミング調整情報を取得する。上りリンク送信タイミングは、送信タイミング調整情報
を取得してから所定の時間後（例えば４サブフレーム後）に調整される。移動局装置１は
、新たに活性化された当該セカンダリセルの上りリンクの状態を送信タイミング調整状態
とみなす。
【０１２７】
　移動局装置１は、ステップ４０５の処理と並行して、ステップＳ４０４でランダムアク
セスレスポンスを受信したことでNon-contention based Random Access手順が成功したと
判断する（ステップＳ４０６）。移動局装置１は、Non-contention based Random Access
手順が成功した場合、ＰＨＲのトリガ条件が満たされたと判定し、物理層から通知された
ＰＨＲをＭＡＣ制御情報に設定してパワーヘッドルーム報告を行う（ステップＳ４０７）
。
【０１２８】
　本実施形態に係る移動局装置１のセカンダリセルの活性化に伴うパワーヘッドルーム報
告に関するフローチャート図は、図５と同じフローチャートを用いて説明することができ
る。ただし、図５のステップＳ２０３において、移動局装置１はパワーヘッドルームが報
告可能であるか否かの判定に、活性化されたセカンダリセルで実行したランダムアクセス
手順が成功した時に、パワーヘッドルームが報告可能であると判定する。換言すれば、移
動局装置１は、Contention based Random Access手順であれば自局宛のコンテンションレ
ゾリューションを受信したとき、Non-contention based Random Access手順であればラン
ダムアクセスレスポンスの受信に成功したときに当該ランダムアクセスを実施したセカン
ダリセルのパワーヘッドルームが報告可能であると判定する。
【０１２９】
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　なお、移動局装置１は、活性化されたセカンダリセルがプライマリセルと同じ上りリン
ク送信タイミングであった場合や、活性化されたセカンダリセルが上りリンク送信タイミ
ングが調整済み（送信タイミング調整状態）の場合、あるいは活性化されたセカンダリセ
ルに上りリンクが設定されていない場合は、従来のＰＨＲ報告のトリガ条件を適用する。
【０１３０】
　さらに、ＰＨＲの報告形式は、タイプ１とタイプ２のどちらであっても良く、そのいず
れであっても本発明の趣旨には影響しない。
【０１３１】
　このように、第２の実施形態によれば、基地局装置２は、移動局装置１に上りリンク送
信タイミングが非調整の上りリンク周波数（上りリンクコンポーネントキャリア）を持つ
セル（セカンダリセル）が設定されている場合に、当該セカンダリセルを活性化させるこ
とで、移動局装置１に当該セカンダリセルにおけるランダムアクセス手順が成功した後に
関連するセルのパワーヘッドルームを報告させる。また、移動局装置１は、上りリンク送
信タイミングが非調整のセカンダリセルが活性化されたときに、ランダムアクセス手順を
開始し、当該ランダムアクセス手順が成功した後にパワーヘッドルームを基地局装置２へ
と送信する。
【０１３２】
　以上のように、第２の実施形態のように構成することによって、移動局装置１が基地局
装置２に対してスケジューリングできないコンポーネントキャリア（すなわち、不活性化
されたセカンダリセル）のＰＨＲを報告してしまうという従来のＥＵＴＲＡの問題を解決
することができる。
【０１３３】
　特に、第２の実施形態ではランダムアクセス手順が成功したことを確認してからパワー
ヘッドルームが報告されるため、送信タイミングの調整後にランダムアクセス手順が失敗
した場合（特に、Contention based Random Access手順で発生する可能性がある）を考慮
した効率的なパワーヘッドルームの報告を行うことが可能となる。換言すれば、移動局装
置１は、セカンダリセルが基地局装置２でスケジューリング可能となってからパワーヘッ
ドルームを報告するため、無駄なシグナリングを削減することが可能となる。
【０１３４】
　本実施形態の移動局装置１は、ランダムアクセス手順が成功した後にパワーヘッドルー
ムを報告する。移動局装置１は、パワーヘッドルームの報告に用いられるＬ２メッセージ
を拡張することなく再利用することができる。このように、移動局装置１は、ランダムア
クセス手順が成功した後で活性化しているセル（コンポーネントキャリア）のパワーヘッ
ドルームを報告するため、無駄なシグナリングを削減することが可能となる。
【０１３５】
　また、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１が報告したパワーヘッドルームがス
ケジューリング可能なコンポーネントキャリアであることを知っているため、パワーヘッ
ドルーム報告に基づいてセカンダリセルの変調方式やリソース割り当てを効率的に行うこ
とができる。このように、基地局装置２は報告されたパワーヘッドルームに基づいて適切
なスケジューリングを行うことが可能となる。
【０１３６】
　なお、以上説明した実施形態は単なる例示に過ぎず、様々な変形例、置換例を用いて実
現することができる。例えば、本上りリンク送信方式は、ＦＤＤ（周波数分割復信）方式
とＴＤＤ（時分割復信）方式のどちらの通信システムに対しても適用可能である。また、
各実施形態において、下りリンクコンポーネントキャリアの測定値としてパスロスを用い
た例について説明したが、それ以外の測定値（ＳＩＲ、ＳＩＮＲ、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、
ＲＳＳＩ、ＢＬＥＲ）を代わり用いても良いし、これらの測定値の複数を組み合わせて使
用することも可能である。
【０１３７】
　また、説明の便宜上、実施形態の移動局装置１および基地局装置２を機能的なブロック
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能の一部を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して
、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行する
ことにより移動局装置１や基地局装置２の制御を行なっても良い。なお、ここでいう「コ
ンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０１３８】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、半導体媒体（例えば、ＲＡＭ、
不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、DVD、MO、MD、CD、BD等）、磁気記録
媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディスク等）等の可搬媒体、コンピュータシス
テムに内蔵されるディスクユニット等の記憶装置のことをいう。さらに、「コンピュータ
読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回
線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラム
を保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮
発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上
記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに、前
述した機能をコンピュータシステムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実
現できるものであっても良い。
【０１３９】
　また、上記各実施形態に用いた移動局装置１および基地局装置２の各機能ブロック、ま
たは諸特徴は、典型的にはＩＣ（集積回路）であるＬＳＩを含む回路内で構成されてもよ
い。その場合、ＬＳＩの集積密度はどのような密度で実現されていても良い。各機能ブロ
ックおよび諸特徴は個別にチップ化してもよいし、一部または全部を集積してチップ化し
てもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路または汎用プロセッサで実
現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現
した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１４０】
　以上、この発明の実施形態について特定の具体例に基づいて詳述してきたが、本発明の
趣旨ならびに特許請求の範囲は、これら特定の具体例に限定されないことは明らかである
。すなわち、本明細書の記載は例示説明を目的としたものであり、本発明に対して何ら制
限を加えるものではない。
【符号の説明】
【０１４１】
１…移動局装置
２…基地局装置
１１～１３…送信装置
１０１、２０１…受信部
１０２、２０２…復調部
１０３、２０３…復号部
１０４…測定処理部
１０５、２０４…制御部
１０６…ランダムアクセス制御部
１０７、２０５…符号部
１０８、２０６…変調部
１０９、２０７…送信部
１１０…タイミング管理部
１１１、２０８…上位レイヤ
１１２…ＰＨＲ計算部
２０９…ネットワーク信号送受信部
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